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令和２年度令和２年度  教育研究論文・著書募集中！  教育研究論文・著書募集中！
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　弘済会では，教育の実践研究をまとめた論文・著書
を募集し，優れた実践研究に対して助成を行っていま
す。受賞者には表彰式にて賞状を贈呈し，優良以上の
論文・著書は「教育研究集録」にまとめ，県内の学校
や教育機関等に配布します。

募集部門 助成金額等

■論文部門
　（学校部門）

最優秀� 30万円
優　秀� 20万円
優　良� 10万円
奨　励� �5万円

■論文部門
　（個人部門）
■著書部門

最優秀� 15万円
優　秀� 10万円
優　良� �5万円
奨　励� �3万円

～令和元年度  教育研究論文・著書  受賞者のご紹介～

学校部門　最優秀賞

岡山県立瀬戸高等学校
代表者　乙部　憲彦　校長

キャリア意識・自己肯定感の向上と
社会の構成者としての意識を高める探究サイクル

―これからの社会に求められる
資質・能力（エージェンシー）の育成を目指して―

1�今回，このように素晴らしい賞をいただき大変感激す
るとともに，感謝の気持ちでいっぱいです。本校の取
組を高く評価していただき，大きな自信になりまし
た。ありがとうございました。

2�2年前にも応募しましたが，その時に審査委員長から

指摘されたのが，取組の工夫だけでなく，取組によっ
て生徒がどう変容したかの根拠を客観的に示すこと
でした。今回は，その点がどう評価されるかを知りた
く応募しました。

3�取組が教育雑誌に紹介されたことから，全国から学校
訪問に来られています。高校は昨年度から「総合的な
探究の時間」が始まり，探究をどう進めるのかといっ
た声を多く聞きます。来られた先生方の熱心さに，こ
ちらが勉強になっています。

4�新型コロナウイルス感染症の影響で，現在進めている
様々な社会資源と連携したキャリア教育が行いにく
い状況ですが，新たな展開も模索中です。今後も，社
会の構成員としての自覚を生徒達に持たせる取組を
進めていきたいと思っています。

個人部門　最優秀賞

岡山県立倉敷天城高等学校
小山　大輔　教諭

学校図書館利用を組み込んだ世界史探究学習論
―不読率の改善と

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて―

1�この度は拙稿を最優秀賞に選んでいただき感謝申し上
げます。世界史を楽しんでくれる知的好奇心ゆたかな
勤務校の生徒たちと，職場の先生方のご理解・ご支援
あっての受賞だと思います。ありがとうございました。

2�高教研地歴・公民部会の研究委員の任期中にお世話に
なった先生から教育研究論文を紹介していただきま

した。折良く昨年5月に総合教育センターの新任司書
教諭研修講座に参加する機会があり，そこで論文の着
想を得ることができました。

3�学校図書館を活用する学習論を提案する以上，異なる
校種，他教科の先生にもヒントがあるものにしたいと
考えました。実践科目は世界史ですが，単元構成や手
立てを具体的に示すことで応用可能性を高めること
を意識しました。

4�先行き不透明な時代ですから，変化に対応できるしな
やかな知性を養うために「知のセンター」としての学
校図書館の重要性は高まってくると考えます。図書館
活用の視点は継続させつつ，今後も世界史の学習論に
ついて研究していきたいです。

令和元年度受賞者の方々に，次の質問にお答えいただきました。
1受賞の感想　　　3研究にまつわるエピソード（得た成果，工夫点など）
2応募のきっかけ　4今後の取組

受賞者の方々の論
文は，「教育研究集
録」でお読みいただ
けます！（HPでもご
覧いただけます。）

応募締切 　令和2年８月31日
ホームページ（http://okakyoko.or.jp）
に詳しく掲載しております。

応募方法

たくさんの
ご応募を

お待ちしています　去る6月1日，ピュアリティまきびにおいて令和2年度第1回運営委員会・第1回幹事会を開催しました。
　会議では，竹井千庫支部長の挨拶に引き続いて議事に入りました。令和元年度事業報告および決算報告は，
いずれも原案どおり異議なく承認されました。
　また，任期満了に伴う幹事，監査および運営委員の改選等が行われ，下表のとおり選任されました。

令和２年度　第１回運営委員会・第１回幹事会

令和２年度岡山支部役員一覧
顧　　問� 鍵本　芳明
支 部 長 � 竹井　千庫※
副支部長� 石井美由紀　　石川　浩子　　岡林　敏隆
� 鳥越　範博
専任幹事� 竹入　隆弘※
常任幹事� 國府島貞司※
幹　　事� 大森　博幸　　起塚　郁夫　　忠田　温子
� 那須　知美　　福岡　英昭　　福原　恭子
� 松浦　敏之　　宮本　淑江　　村田　秀石
監　　査� 岡田　哲朗　　川井　敏之
運営委員� 片山安基夫　　國友　道一　　小林　英一
� 近藤　　博　　谷口　俊郎　　二宮　幸得
� 平井　信雄　　三上　雅弘　　山本　近信
� 𠮷田　康文　　　（役職別，※は事務局役員）

～すべては子どもたちのために～
　公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称�日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，
教育文化事業）は“最終受益者は子どもたちであること”を前提に実施しています。
　これからも，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い，事業運営に取り組んでまいりますので，
皆さまの一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　日教弘の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）および福祉事業は，教
弘保険の契約者配当金により運営されており，日本の教育界に貢献しています。

日教弘の各事業は，教弘保険の契約者配当金を財源にしています。

ジブラルタ生命日本教育公務員弘済会
お申込やお支払の手続きは，提携保険会社
ジブラルタ生命のライフプラン・コンサル
タントが行いますので，加入後も安心です

教弘保険加入と
保険金の支払い

60年以上に
わたる提携関係

各種の
公益事業・福祉事業

日教弘では，60年以上にわたって日教弘では，60年以上にわたって
ジブラルタ生命と提携してジブラルタ生命と提携して
共済事業（提携保険事業）を共済事業（提携保険事業）を

実施しています実施しています

教弘保険は教弘保険は
安心のかたち安心のかたち 安心支える

たすけあいの輪

教職員の皆さま



― ―4 5― ―

総社会場
10月24日（土）

サンロード吉備路
総社市三須825-1

TEL（0866）90-0550

津山会場
12月 5日（土）

津山市総合福祉会館
津山市山北520

TEL（0868）23-5130

岡山会場

おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先
●岡山第一・第四・第六� ☎086－271－2010　　　●岡山第二・第五・第七� ☎086－234－7501
●津山� � � � ☎0868－22－4053　　　●倉敷� � � � ☎086－422－1769�
●笠岡� � � � ☎0865－62－4455　　　●総社� � � � ☎0866－92－6550
●教職員専用フリーダイヤル� ☎0120－37－9419

各種福祉事業には，申請期限がございます。
該当する事業がないか，ぜひ一度ご確認ください。
該当される方は，お早めにジブラルタ生命ＬＣ（学校園担当営業社員）にご連絡ください。

教弘保険ご加入の皆様へ　福祉事業のご案内

宿泊補助

会員が弘済会指定の宿泊補助施設を利用
されるとき，宿泊費の補助が受けられる
「宿泊施設利用券」を発行します。

補助額（１人１泊につき）
ホテル2,000円  ペンション1,500円

年度内８枚まで
ホテルに予約後，弘済会へご連絡ください。 各事業の詳細については，

事業案内や日教弘岡山支部
のホームページ
（http://okakyoko.or.jp）
をご覧ください。

申請漏れはございませんか？

会員が結婚後１年以内結婚祝品

会員が結婚されたとき，
お祝品を贈呈します。

カタログギフト

会員または会員の配偶者が
出産後１年以内出産祝品

会員または会員の配偶者が出産
されたとき，お祝品を贈呈します。

カタログギフト

4/1～8/31 必着小学校入学祝品

今年度お子様が小学校に
入学された会員を対象に，
お祝品を贈呈します。

図書カード  3,000円分

4/1～8/31 必着高等学校入学祝品

今年度お子様が高等学校に
入学された会員を対象に，
お祝品を贈呈します。

図書カード  5,000円分

締め切り迫る！ 締め切り迫る！

随想「施設職員に学ぶ」 岡山市立旭東中学校　校長　小橋　宣彦

自分は僅か二年間でありますが，縁あって
施設内学校に勤務し，施設職員の施設入所

生徒に対する取組の様子を間近で見させていただくこと
ができました。
　その施設では，おもに本人を取り巻く環境上の理由から
小・中学生が随時入所し，寮生活を通じて育て直しが図
られています。特に寮配属職員は，生徒と寝食を共にし，
24時間徹底的に関わっていきます。職員の「情」に触れ
“感化”された生徒は，表情だけでなく動きや立ち居振舞い
までが変わっていきます。
　しかし，寮職員が関わっていく過程の中では上手くいか
ない場面も多く，時として彼ら彼女らのやり場のない思いを
モロに受け止め，心も身体も傷だらけになりながら，日々 待
ったなしの実践に営 と々取り組んでいきます。従来の手法
だけでは対応が難しいケースが増えてきているだけに，そ
の献身的な取組を見るにつけ，鈍

なまく

らな自分が申しわけなく，

いつも頭が下がる思いでおりました。
　ところで，昭和四十年代のプロレス全盛期にテレビ放映
されたタイガーマスクというプロレス漫画があります。施設育
ちのレスラーであるタイガーマスクが悪役レスラーと闘い，
“正義のパンチをぶちかます”活躍が施設の子供たちを勇
気づけるという物語です。その勇ましさとは対照的な静か
なエンディング曲は，“温かい人の情けも，胸を打つ熱い涙
も知らないで育った僕は…”から始まり，“…あぁーだけど，
そんな僕でも，あの虎は叱ってくれ，それだからみんなの幸
せ祈るのさ”で終わります。
　様々なしんどさを背負った生徒たちに「情」で関わり，
心を砕き，幸せを図る施設職員の取組に，そして，タイガー
マスクの生き方に，流行りの理論とは別に，子供に関わる
仕事をする教員が忘れてはならないものがあると思ったりし
ます。

ご結婚，お引越しなどで，住所変更のお届けがないと…
・教弘保険ご加入の会員については，福祉事業の会食補助券・継続記念品をお届けできません！
・年末調整および確定申告の際に必要な書類をお届けできません！

教弘保険など，ジブラルタ生命の保険にご加入の皆様へ　住所変更ご連絡のお願い

住所等変更連絡先
日教弘岡山支部 TEL：086-272-1909　FAX：086-272-1781
 Mail：okayama@okakyoko.or.jp
ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用）���TEL：0120-37-9419

住所・氏名・電話番号に変更があればお早めにご連絡ください

本年度末ご退職
される方，ぜひ
ご参加ください！

　例年，年度末および数年後にご退職予定の教職員の方々を対象に，50代からの「退
職準備セミナー」を県下7会場で行っていましたが，本年度は，新型コロナウイルス
感染拡大防止のため，本年度末に退職される方に限り，定員を決めて岡山（2回）・
倉敷・総社・津山の5会場で開催することとしました。なお，今後感染等の状況によ
り変更することもあります。

「退職準備セミナー」開催のご案内

主な内容

申込方法

●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー
●申込書をご提出，またはジブラルタ生命LC（学校園担当営業社員），
　日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

日教弘岡山支部HP

参加費
無料

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

受付開始　13：00～
開催時間　13：30～16：00

※�カーナビご使用の際は，
所在地での検索をお願い
します。

※�このほか，倉敷でも
開催予定です。開催
日は弘済会報秋号で
お知らせします。

※例年，8月に開催しているセミナー（「知っ得！リタイアメント・ナビ」および「相続・遺産分割セミナー」）
については，本年度の実施はありません。

11月28日（土）
  1月16日（土）



学校園紹介
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夢実現　～心豊かに　輝け個性～

　本校は，「ものづくり」をはじ
め県内の工業教育の中心的役割
を果たしてきた備前高校と，普
通科進学校として優れた進学実
績を残した備
前東高校の歴
史と伝統を引
き継ぎ，平成

15年に開設された総合学科高校です。平成24年には創立10周年を迎え，一生懸命
に学校生活を送る生徒達の姿に本校の勢いを感じています。その勢いが継続でき
るように，同窓生をはじめ地域の方々からも応援をいただきながら，生徒と教職
員が一体となり魅力ある学校づくりに取り組んでいます。

校内の桜校舎外観
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街
さ
や
か
な
り
世

に
闇
な
ど
は
な
き
が
ご
と
く
に

就
実
高
　
土
師
　
康
生

沿
道
の
笑
顔
に
勇
気
も
ら
い
つ
つ
黄

金
色
し
た
故
郷
を
走
る

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

懸
想
せ
し
ピ
リ
カ
メ
ノ
コ
の
面
影
は

喜
寿
を
過
ぎ
て
も
今
な
お
淡
く

退
職
会
員
　
矢
田
　
　
寛

吾
の
部
屋
に
友
が
集
い
し
雛
祭
り

亡は

は母
の
育
て
し
馬あ

し

び
酔
木
を
生
け
る

和
気
閑
谷
高
　
北
川
久
美
子

敵
国
語
教
は
ら
ざ
り
し
老
い
し
母
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
楽
し
く
唱
ふ

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

寝
転
ん
だ
ま
ま
寒
菊
は
咲
い
て
い
る
吾

な
ら
す
ぐ
に
医
者
へ
駆
け
込
む

退
職
会
員
　
花
房
　
富
恵

た
だ
い
ま
と
元
気
に
帰
る
孫
達
も

色
々
あ
っ
た
今
日
一
日

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

颯
爽
と
連
な
る
バ
イ
ク
大
型
の
降
り

て
し
ま
え
ば
年
寄
り
ば
か
り

財
田
小
　
三
好
　
隆
志

黄
金
が
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
変
わ
り
果
て

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
読
書
ば
か
り
に

退
職
会
員
　
藤
原
　
隆
志

新
聞
で
コ
ロ
ナ
の
記
事
を
読
む
度
に

不
安
と
脅
威
立
ち
去
ら
ぬ
日
々

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

い
つ
も
な
ら
み
じ
か
す
ぎ
る
よ
春
休

み
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
も
て
余
す

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

◆
選
者
吟

目
ま
と
ひ
へ
空
の
焦
点
引
き
戻
す
眼

欲
り
来
る
命
払
ひ
つ

教
弘
俳
壇

伊
東
　伸
介
選

〈
特
選
〉

石
切
り
の
重
機
の
響
き
蝶
二
頭

笠
岡
高
　
山
﨑
　
淑
加

（
評
）
作
者
の
勤
務
地
笠
岡
の
北
木
石
は
、
日

本
橋
、
日
銀
本
店
、
三
越
本
店
、
靖
国
神
社
大

鳥
居
、
東
京
駅
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。
日
本

の
中
枢
を
ふ
る
さ
と
岡
山
の
石
が
支
え
る
。
少

し
誇
ら
し
い
。
目
の
く
ら
む
よ
う
な
北
木
島
の

石
切
場
に
重
機
が
響
き
、
地
の
底
か
ら
蝶
二
頭

が
舞
い
上
が
っ
て
く
る
。
ラ
ピ
ュ
タ
の
小
型
飛

行
機
械
の
よ
う
に
。
日
本
の
礎
を
築
い
た
と
し

て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
１
年
、
北
木
島
は

〝
千
鳥
の
大
悟
〟
だ
け
の
島
で
は
な
い
。

　

注�

千
鳥
は
笠
岡
高
の
愛
称
だ
が
両
名
は
隣
接

校
出
身
。

〈
佳
作
〉

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
籠
も
り
ゲ
ー
ム
す
る

退
職
会
員
　
松
元
　
慶
子

コ
ロ
ナ
禍
も
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
山
桜

県
教
育
庁
・
教
育
政
策
課
　
中
田
理
恵
子

〈
入
選
〉

夢
無
限
マ
ス
ク
に
溢
れ
入
学
す

津
山
高
　
落
合
　
範
昭

夏
の
日
や
校
歌
に
唱
ふ
備
前
富
士

岡
山
城
東
高
　
別
所
　
琴
美

ウ
イ
ル
ス
拡
大
ハ
チ
公
に
春
の
雪

退
職
会
員
　
万
波
　
照
世

春
立
つ
や
厨
に
ひ
と
り
茶
を
入
れ
る

就
実
高
　
土
師
　
康
生

幼
き
日
待
ち
て
来
し
聖
火
秋
の
空

岡
山
聾
学
校
　
岡
田
千
登
勢

娘
嫁
き
皺
涸
れ
し
手
に
雛
の
笑
み

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

万
民
に
笑
顔
咲
か
せ
る
桜
守

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

人
見
ず
と
も
頭
も
た
げ
て
菫
さ
く

総
社
東
中
　
菅
野
　
孝
江

一
時
の
不
安
忘
れ
る
鯉
の
ぼ
り

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

蒲
公
英
や
綿
毛
が
夢
と
風
に
舞
ふ

玉
島
高
　
羽
原
　
由
子

並
木
道
一
人
ぼ
っ
ち
の
花
見
か
な

退
職
会
員
　
田
中
由
美
子

梔く
ち
な
しの
花
ま
っ
盛
り
妻
は
留
守

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

◆
選
者
吟

ラ
ン
ナ
ー
の
フ
ェ
イ
ス
カ
バ
ー
や
草
矢
打
つ

教
弘
柳
壇

丸
山
　敏
幸
選

〈
特
選
〉

恋
ご
こ
ろ
い
つ
も
忘
れ
ず
持
っ
て
い
る

高
梁
城
南
高
　
西
村
　
　
毅

（
評
）
紫
式
部
が
滋
賀
県
の
石
山
寺
で
着
想
を

得
た
「
源
氏
物
語
」
の
恋
多
き
光
源
氏
が
、
現

代
の
世
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
ド
ラ
マ
が
話

題
に
な
っ
た
の
を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

人
の
心
は
千
年
経
っ
て
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
。
今
も
恋
を
し
た
り
、
人
生
に
悩
ん
だ

り
、
夢
を
追
い
か
け
た
り
し
て
い
る
。

　

同
じ
一
生
な
ら
ば
、
若
々
し
い
心
を
持
ち
続

け
、
ず
っ
と
青
春
で
居
た
い
も
の
だ
。
作
者
は

人
生
で
大
切
な
こ
と
を
さ
ら
り
と
詠
ん
で
い

る
。
老
い
も
若
き
も
恋
を
す
る
ぐ
ら
い
の
気
持

で
、コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

〈
佳
作
〉

「
花
粉
症
」
宣
言
し
た
い
バ
ス
の
中

県
教
育
庁
・
教
育
政
策
課
　
中
田
理
恵
子

幸
い
と
辛
い
は
近
い
あ
と
一
歩

退
職
会
員
　
田
中
由
美
子

小
言
ま
で
入
っ
た
母
の
荷
を
開
く

退
職
会
員
　
奥
山
　
拓
美

〈
入
選
〉

感
激
の
涙
加
齢
と
共
に
減
る

退
職
会
員
　
花
房
　
富
恵

親
心
届
け
と
詰
め
る
宅
配
便

総
社
東
中
　
菅
野
　
孝
江

叱
る
の
は
昔
の
自
分
に
似
た
生
徒

就
実
高
　
土
師
　
康
生

叱
る
な
よ
ボ
ー
と
生
き
る
も
い
い
も
ん
だ

岡
山
芳
泉
高
　
貝
畑
　
信
行

し
ろ
た
え
の
マ
ス
ク
二
枚
が
来
な
い
な
あ

退
職
会
員
　
松
元
　
慶
子

予
定
表
日
毎
に
白
く
な
り
に
け
り

退
職
会
員
　
渡
辺
　
智
子

世
界
地
図
コ
ロ
ナ
さ
わ
ぎ
で
ぬ
り
つ
ぶ
す

美
作
高
　
初
川
　
　
渉

生
徒
ら
に
笑
顔
を
も
ら
う
オ
ン
ラ
イ
ン

岡
山
学
芸
館
高
　
三
宅
　
洋
広

五
時
解
放
外
に
出
づ
れ
ば
月
見
草

瀬
戸
高
　
北
村
　
庸
江

オ
ヤ
ジ
ギ
ャ
グ
ニ
ヤ
リ
目
の
合
う
高
学
年

財
田
小
　
三
好
　
隆
志

大
声
を
出
す
た
び
さ
ら
に
さ
わ
が
し
く

富
山
小
　
服
部
　
　
誠

あ
ら
た
め
て
県
内
め
ぐ
り
も
ま
た
楽
し

退
職
会
員
　
藤
原
　
隆
志

待
ち
わ
び
る
思
案
あ
ち
こ
ち
打
つ
手
な
く

退
職
会
員
　
菱
川
　
泰
博

◆
選
者
吟

灰
に
な
る
ま
で
恋
し
た
い
愛
し
た
い

作
品
募
集

次
号
は
八
月
三
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
別
の
は
が
き
で
一
枚
に
三
点

以
内
、
勤
務
先･

氏
名
を
明
記
。

事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教
弘
俳

壇
係
、
教
弘
柳
壇
係
と
記
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
回
会
報
一
七
八
号
は
十
月

十
日
発
行
予
定
で
す
。

は
が
き
は
必
ず
分
け
て
く
だ
さ

い
。
現
職
者
・
新
人
の
方
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

田中�薫�校長

　本校では生徒一人ひとりの興味や適性に応じた進路選択ができるよ
う，授業の時間割は2年次より，生徒自身が作成します。そのため，2
年次からはホームルームの時間や必履修科目といった一部の共通の授
業時間を除いて，全てが選択授業となります。100以上の講座から自分
の受けたい授業を選ぶので，生徒は学びたい内容や分野を選んで学習
することができます。また多くの講座が開設されているので，授業は
必然的に少人数授業となります。
　本校では系列を大きく4つに分け，普通進学系列，健康福祉系列，工
業技術系列，情報・ビジネス系列のいずれかを生徒は選びます。専門
の分野について学習することももちろん可能です。

■ 100を超える講座から授業を選択する   

学習の様子

　日本遺産の一つに数えられる「備前焼」についても本校で学ぶこと
ができます。備前の地は古くから窯業が盛んであり，現在も多くの窯
元が活躍し，耐火物製造業が地元の主要産業になっています。そうし
た地域の伝統工芸や産業について，備前焼や虫明（むしあげ）焼に関
する授業を選択することで学習することができます。また芸術の授業
は音楽，美術，書道の他にも県内では珍しく工芸の授業が開設されて
おり，幅広く「ものづくり」について学ぶことができます。

■ 備前焼の授業   

窯焚きの様子

　本校は少子高齢化がすすむ備前市唯一の県立高校として，地元産業
の担い手を育成する機関として期待されています。「総合的な探究の時
間」を「びぜんみらい学（地域学）」と位置づけ，備前市および備前市
教育委員会，備前商工会議所，備前観光協会などと連携・協働した学
習活動に取り組んでいます。このプロジェクトはこれまで積極的に取
り組んできた社会貢献活動や授業等における地域との連携を一体的に
とらえ，生徒達の主体的に学ぶ態度や課題発見・解決能力の育成と，
本校が備前市の活性化に寄与することを目的としたものです。
　講演会や探究活動におけるアドバイザー派遣，活動場所の確保等につ

いて，備前市を通じて市内関係企業・機関等に依頼し協力をいただくなど，支援体制も整備されつつあります。

■ びぜんのまち活性化プロジェクト   

地域の害獣捕獲のための檻の制作



岡山市立鯉山幼稚園 岡山市立浮田幼稚園

倉敷市立呉妹幼稚園

高梁市立高梁幼稚園

玉野市立玉原認定こども園

総社市立総社北幼稚園

岡山市立芳泉幼稚園

津山市立つやま東幼稚園

みんなで植えたチューリップがきれいに咲いたよ
チューリップの球根贈呈事業を行って，子どもたちに喜ばれています。

この春届いた開花のお便りの一部をご紹介します。

うっすらと色づいた小さな芽を
見つけたときには，大喜びで
先生やお母さんに報告しました。
きれいに咲き揃ったチューリップを
「さいたさいた赤白黄色」と，
先生と一緒に口ずさみながら
嬉しそうに見ています。

瀬戸内市立今城幼稚園倉敷市立赤崎幼稚園

球根を初めて手にした
子どもたちは「わぁ，玉ねぎ
みたい」と不思議そうに見て
いました。また，「ふわふわの
お布団をかけようね」と，
そっと土をかぶせ優しく扱う

姿も見られました。


